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第二次水質総量規制について
1．はじめに
　　第一次の水質総量規制は，東京湾，伊勢湾および瀬戸内海の水質改善を図るため，昭和59年度
　を目標年度として化学的酸素要求量（COD）を指定項目とした総量規制基準の設定等の諸施策
　が実施されてきた。その結果，三海域とも発生負荷量は着実に減少してきたが，水質は充分に改
善されてない現状であるため，引続き昭和64年度を目標年度とする削減目標量を定めた第二次の
水質総量規制が実施される運びとなった。ここでは，岡山県の汚濁負荷量削減のための方針と，
　岡山大学（特に津島地区）における規制と現状及び今後の課題について述べる。
2．第二次水質総量規制の概要
　　総量削減基本方針は，環境基準の確保を目途に現実的に対応可能な範囲で指定水域における削
　減目標量の設定等を行うもので，瀬戸内海に隣接する岡山県の第二次化学的酸素要求量に係る総
　量削減計画は，昭和64年度を目標年度として72トン／日　（参考として第一次は昭和59年度が目標
　年度で76トン／日）という値になっている。
　　岡山県では，削減目標量達成の方途として次の事項を実施することになっている。
　（1）下水道の整備等
　　　瀬戸内海の汚濁負荷量の削減のため，工場・事業所等の排水はもとより，都市化に伴い汚濁
　　負荷量の増加している生活排水を効果的に処理し，その削減を図る。このため下水道の整備に
　　一層の促進を図るとともに，し尿処理施設の整備の促進，農業集落排水施設の整備の促進，浄
　　化槽対策法に基づく維持管理の徹底や，合併処理浄化槽の普及の促進等の浄化槽対策の一層の
　　推進を図る。
　　　これには最新の高度処理技術の導入等も必要であろう。
　（2）総量規制基準の設定
　　　指定地域内事業所については，業種等の実態，排水処理技術水準の動向，汚濁負荷量の削減
　　のために採られた措置等を勘案し，実現的に対応可能な範囲において適切な総量規制基準を定
　　め，その遵守を図る。その設定に当たっては，新増設の施設については既設の施設に比べ，さ
　　らに高度な排水処理技術の導入が可能であることにかんがみ，特別の総量規制基準を設定する。
　（3｝小規模排水対策
　　　小規模な汚濁発生源からの排水については，「岡山県公共用水域の富栄養化防止対策推進要
　　綱」に基づき，適切な指導を行うことによって汚濁負荷量の削減を図ることとする。
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　　一般家庭から排出される生活雑排水の汚濁負荷量を削減するため，各家庭に対して水質浄化
　の知識啓蒙と指導強化を行う。また総量規制が適用されない事業場，畜産排水等に対しても汚
　濁負荷量削減のための指導等を行う。
〔4）教育・啓蒙等
　　水質総量規制の実行を期するためには，県民ひとりひとりが公害に関する正しい認識をもち，
　水質汚濁防止のための行動を実践することが必要で，このため広報活動の強化及び講習会等を
　開催する。
3．岡山大学における規制と現状
　　当大学でも，学生の増加，建物設備の新築・増築等に伴って年々総排水量は増加していく傾向
　にあるが，同規制等によって大学全体としての負荷量は削減しなければいけない実状である。た
　とえば津島地区では，外国人留学生研究員等宿泊施設に隣接した位置に国際交流会館を新営する
　ことになり，これに伴い新設の合併処理槽の構造等の変更（35m3／日・177人槽を60㎡／日・
　276人槽）を行うようになった。環境アセスメントによる計算では，これに伴いこの合併処理槽
　から汚濁負荷量がO．　63　kg／日増加することになり，全体としてその分を他の所で減量しなければ
　いけない。
　　当大学での排水の問題点をCODに関して見ると，洗浄排水が特定の学部で高いことがあるこ
　とと，合併処理浄化槽の処理水では，大雨時に雨水が配管に流入することによって活性汚泥の流
　出等のトラブルが生じ，COD及び汚濁負荷量が高くなることがしばしばある。
4．おわりに
　　今後さらに学生等の増員，学内の建物等が増築していく傾向にありながら，汚濁負荷量は，削
　減していかなければいけない状況である。特に次の課題について検討していかなければならない。
　（1）洗浄排水の汚濁負荷量が高い部局では「岡山大学における廃液・排水処理指針」のルールを
　　守るようによく注意を喚起する。
　②　洗浄排水は無処理で公共用水域に放流されているが，これによる汚濁負荷が比較的大きい割
　　合を占める現状である。この排水についても，何らかの処理を行うことを検討する必要がある。
．｛3）合併処理浄化槽の維持管理をする担当部局の責任者は，業者の作業内容，水質の分析結果等
　　についてよく把握して適切な指導を行う。
　（4）’微生物を阻害する排水や雨水が流入するところ，あるいは排水の流入量の変動が激しい合併
　　処理浄化槽では，それらの流入を防止することはもちろんであるが，余裕のある設備設計，有
　　能な微生物の集積，育種，固定化等の高度処理技術の導入による処理の高速化等が必要である。
　　　地域の学問の府として，当大学でもこの方面の技術検討，研究の進展，知識の普及と意識の
　　高揚が必要である。
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